
１．研究概要 

 



重点２ 
教科の資質・能力を育成

するための教師の関わり 

重点１ 
探究し続けたくなる 

単元構成 

他部会との連携    学級経営 

互いに認め合う温かい人間関係づくり 

２．研究構想図 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さわやかタイム 木曳野しぐさ・聴き名人 家庭学習 

粘り強さを発揮できるように、知識・技能の確実な定着

を図る 

主題   粘り強く取り組む子 

副題    ― 自ら学習を調整する姿を求めて― 

自ら学習を調整 

個別最適な学び 

協働的な学び 

粘り強さ 

学校教育目標 

人間性豊かな児童の育成をめざし、知・徳・体の基礎を培う 



３ 研究の進め方 

（１）研究組織 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

（２）研究方法                        

 ①研究授業 

・配当時数が多い国語・算数を軸にして研究を進める。 

・低中高各１本を全体研とする。もう１本はブロック研とする。 

（低学年で１年生が国語で全体研を行う場合、２年生は算数でブロック研を行うことになる。） 

・特別支援学級と級外は、学年研とする。 

・全体研３本、ブロック研３本を行う。他は学年研とする。 

・各学年同一指導案で研究授業を行う。ただし、本時は変えてもよい。 

・全体研、ブロック研は外部講師を要請する。学年研であっても、希望があれば、外部講師を要請する。 

 

ア．事前研について 

・わくわく事前研は、指導案は必ずしも必要ではなく、講師とともに教材研究を深める会とする。 

・わくわく事前研には当該学年は参加する。その他誰が参加してもよい。 

・わくわく事前研の講師は、研究授業を参観し、助言する者と同一にする。 

・わくわく事前研を受けて、指導案を立てることになるが、一人に任せるのではなく、学年全体で考える

ことを大切にする。 

・全体研の事前研は、全員で行う。ブロック研の事前研は、当該学年及び有志とする。 

 

イ．事後研について 

・全体研の事後研は、全員で行う。ブロック研の事後研は、当該学年及び有志とする。 

各学年 

校長 

教頭 

主幹教諭 

低、中、高、特支・級外・ブロック研究会 

全体研究会 

各学年研究会 

研究主任・研究副主任 
学習指導部 



ウ.研究通信（考察）について 

   ・自分の授業を振り返って、一人１枚作成する。 

 

    ②学力向上の取組 

ア.木曳野学びのしぐさ、聴き名人の指導 

木曳野学びのしぐさ   １ 授業の準備、チャイムスタート 

２ 正しく座って学習 

３ 筆箱の中をそろえる 

聴き名人         「 目を見て 手を止めて 最後まで 聴こう 」 

     どちらも、年間を通して指導する。 

 

イ．さわやかタイム 

     国語、算数、その他の教科の「学習」とし、既習事項の復習や知識・技能定着のための１５分間とする。 

【算数】 

朝学カリキュラムに沿って学習を進める。次の単元に必要な既習を朝学習で復習することになる。 

補助的な教材については、１・２年は繰り返しによる定着が肝要なため、１・２年のみ寺子屋プリントを購

入する。３年生以上は、教科書問題や計算ドリルを繰り返し用いて学習する。 

【国語】 

ローマ字や漢字などの知識技能の定着を図る。特に、漢字においては、漢字ドリル、漢字ノート、ドリル

パーク、漢字小テストを活用し、漢字を文の中で正しく使えるように指導する。 

 

ウ. 学期末漢字計算テスト  

      ・単元末テストで基礎学力等の検証を行う。 

・学期末の漢字テスト及び算数テスト（知識・技能）は、９０％の合格率を目指して、繰り返し再テストを

行う。児童に、基礎学力が身に付くように指導する。 

 

エ．家庭学習 

     ・年度当初、学校だよりと同様にテトルの連絡配信、学校ＨＰで周知する。 

     ・教室で児童に家庭学習について指導する。家庭学習の手引きは全員に配付し、年間を通して指導

する。 

 

（３）研究の検証 

   実際の児童の姿、授業から研究の検証をする。研究授業、児童のノート、児童アンケート、教員アンケ

ート、リフレクションシートシートの検証を通して、研究を進める。 

 

 

 

 



４ 全体研修計画   

 

 全体研究会 学年研究会 OJT きびきの その他 

４

月 

全体研究会① 

・今年度の研究方針 

・学習指導案形式、考察形式

提案 

教材研究 

学年・学級目標 

 

学級開きについて 

わくわく事前研 

木曳野しぐさ取組 

５

月 

全体研究授業（提案） 

  
教材研究 

 

わくわく事前研  

６

月 

ブロック研究授業 教材研究  

  

わくわく事前研  

７

月 

全体研究授業 教材研究 

児童の実態把握と研究の取組 

 

  

 

８

月 

全体研究会② 

・中間まとめ 

・成果と課題 

教材研究 わくわく事前研 生徒指導研修会 

 

９

月 

全体研究授業 

 

教材研究 

  

  

わくわく事前研  

10

月 

ブロック研究授業 教材研究 

 

わくわく事前研  

11 

月 

全体研究授業 

 

教材研究 

 

 

  

12 

月 

 教材研究 

児童の実態把握と研究の取組 

  

１

月 

 教材研究   

２

月 

全体研究会③ 

・今年度の成果と課題 

・来年度の方向性 

教材研究 

児童の実態把握と研究の取組 

  

３ 
 

月 

 教育課程の見直し   


